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１　
は
じ
め
に

　

現
代
の
京
都
に
お
け
る
大
規
模
な
都
市
祭
礼
は
、
平
安
期
に
起
源
を
持
つ
も
の
が
多
い
が
、

そ
の
形
式
や
内
容
は
絶
え
間
な
く
変
化
し
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
祭
礼
行
列
に
は
こ
の
傾
向

が
顕
著
で
あ
り
、
一
二
世
紀
後
半
に
成
立
し
た
『

（
１
）

年
中
行
事
絵
巻
』
に
描
か
れ
る
祇
園
会
や

稲
荷
祭
の
渡
物
（
祭
礼
行
列
の
出
し
物
）、す
な
わ
ち
馬
長
、巫
女
、王
の
舞
、師
子
（
獅
子
舞
）、

田
楽
、
細
男
な
ど
の
多
く
は
、
も
は
や
現
在
の
神
輿
巡
幸
に
お
い
て
も
山
鉾
巡
行
に
お
い
て

も
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
変
化
が
大
き
か
っ
た
時
代
は
、
お
そ
ら
く
南
北
朝
の
動
乱
か
ら
始
ま
っ
て
応

仁
の
乱
を
経
る
、
中
世
の
前
期
か
ら
後（

２
）期に
か
け
て
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
明
瞭
か
つ

通
史
的
に
そ
の
あ
り
方
を
復
原
で
き
る
祭
礼
は
、
現
時
点
で
は
祇
園
会
（
祇
園
祭
）
に
限
ら

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
脇
田
晴
子（

３
）、
五
味
文
彦（
４
）、
山
路
興
造（
５
）ら
に
よ
っ
て
、
祇
園
会
に
お
い

て
は
、
平
安
期
以
来
の
馬
長
な
ど
の
渡
物
が
中
世
な
か
ば
に
衰
退
し
、
祭
礼
行
列
の
主
役
を

山
鉾
に
譲
る
歴
史
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
祭
礼
を
支
え
る
主
体
が
、（
馬
長
な

ど
を
調
進
し
た
）朝
廷
や
院
と
い
っ
た
支
配
者
か
ら
、（
山
鉾
な
ど
を
調
進
し
た
）一
般
の
都
市

住
民
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
意
味
し
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
平
安
京
よ
り
近
世
京

都
に
至
る
都
市
内
部
構
造
の
変
化
と
関
連
づ
け
て
み
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

中
世
前
期
の
京
都
今
宮
祭
に
関
す
る
一
考
察

　

―
祭
礼
行
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の
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物
と
疫
病
対
策
的
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格
に
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目
し
て
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要旨
　京都における都市祭礼は平安期に起源を持つものが多いが、その形式
や内容は絶え間なく変化してきており、特に中世の前期から後期にかけ
ては、その変化が大きかったと考えられる。京都北部（上京）で執り行
われる今宮祭（紫野御霊会）も、そのような祭礼の一つである。本稿で
は、中世前期以前（14 世紀南北朝期以前）の今宮祭を対象とし、中で
も祭礼行列における渡物（田楽、十列など）と疫病対策的な性格とに着
目して、そのあり方を復原・考察する。

abstract
	 Many of the city festivals in Kyoto started at the turn of the 10th century 
in the Heian Period. Since then, their forms and contents have constantly 
changed. It is most likely that these festivals experienced fairly big changes in the 
medieval period, and that Imamiya-matsuri Festival performed in Kamigyo, the 
northern area of Kyoto, was no exception. In order to restore what it ought to be 
in the medieval period, i.e., the 14th century or earlier, this article discusses the 
festival those days, especially focusing on its parade programs and character as 
countermeasures against epidemics.
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よ
っ
て
、
京
都
の
都
市
祭
礼
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
は
、
文
化
史
に
限
ら
ず
、

都
市
史
へ
の
貢
献
も
き
わ
め
て
大
き
い
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
祇
園
会
以
外
の
祭
礼
で

は
研
究
の
蓄
積
が
乏
し
く
、
特
に
変
化
が
著
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
中
世
の
前
期
か
ら
後
期
に

か
け
て
の
あ
り
方
は
、
あ
ま
り
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
。

　

本
稿
の
目
的
は
、
以
上
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
京
都
に
お
け
る
都
市
祭
礼
の
一
つ
、

平
安
京
の
北
部
（
後
の
上
京
）
で
執
り
行
わ
れ
た
中
世
前
期
以
前
の
今
宮
祭
（
紫
野
御
霊
会
）

を
研
究
対
象
と
し
、
新
た
な
史
料
も
用
い
な
が
ら
当
時
の
祭
礼
の
あ
り
方
を
復
原
・
考
察
す

る
も
の
で
あ
る
。
今
宮
祭
の
歴
史
は
、
良
質
で
ま
と
ま
っ
た
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

従
来
、
平
安
期
が
五
島
邦
治（

６
）や
岡
田
荘
司（
７
）に
よ
っ
て
一
部
解
明
さ
れ
て
い
る
他
は
、
近
世
以

降
の
研
究
に
限
ら
れ（

８
）、中
世
を
対
象
と
す
る
研
究
が
ほ
と
ん
ど
皆
無
で
あ
っ
た
。
最
近
に
な
っ

て
筆
者
の
一
人
で
あ
る
本
多
は
、
中
世
後
期
以
降
、
上
京
の
一
般
住
民
が
支
え
る
都
市
祭
礼

と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
く
今
宮
祭
に
つ
い
て
、
氏
子
区
域
の
市
街
地
形
成
と
関
連
づ
け
な
が

ら
そ
の
変
遷
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
が（

９
）、
な
お
中
世
前
期
の
あ
り
方
は
未
解
明
で
あ
っ
た
。

し
か
し
今
般
、
今
宮
神
社
に
残
さ
れ
た
『
今
宮
神
社
文
書
』
の
調
査
を
通
じ
て
、
中
世
前
期

の
今
宮
祭
に
お
け
る
祭
礼
行
列
の
記
録
な
ど
の
一
部
が
判
明
し
た
。
つ
い
て
は
こ
れ
ら
な
ど

を
手
が
か
り
に
、
当
時
の
今
宮
祭
と
は
い
か
な
る
性
格
を
有
し
、
い
か
に
変
遷
し
て
い
っ
た

の
か
を
、
で
き
る
範
囲
で
復
原
し
、
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
２　
中
世
前
期
ま
で
の
今
宮
祭

　
（
１
）　
初
期
の
今
宮
祭
（
紫
野
御
霊
会
）

　

今
宮
祭
（
紫
野
御
霊
会
）
は
、
今
宮
神
社
（
今
宮
社
）
の
祭
礼
で
あ
る
。
今
宮
社
は
平
安

京
北
郊
の
紫
野
（
現
京
都
市
北
区
紫
野
今
宮
町
）
に
位
置
し
、
現
在
の
祭
神
は
大
己
貴
命
・

事
代
主
命
・
奇
稲
田
姫
命
で
あ
る
。
そ
の
始
ま
り
は
正
暦
五
（
九
九
四
）
年
、
都
に
疫
病
が

流
行
し
た
こ
と
か
ら
、船
岡
山
で
民
衆
主
導
の
御
霊
会
が
修
さ
れ
、二
基
の
神
輿
が
「
難
波
海
」

に
流
さ
れ
た
。
さ
ら
に
長
保
三
（
一
〇
〇
一
）
年
に
も
疫
病
が
流
行
し
た
た
め
、
紫
野
に
社

殿
と
神
輿
が
造
ら
れ
て
、
こ
れ
を
「
今
宮
」
と
号
し
た
と
い
う（

（（
（

。
つ
ま
り
今
宮
社
の
祭
神
は
、

本
来
深
刻
な
災
厄
を
も
た
ら
す
疫
神
（
御
霊
神
）
で
あ
り
、
今
宮
祭
は
そ
の
よ
う
な
神
を
慰

撫
す
る
疫
病
対
策
の
行
事
（
御
霊
会
）
と
し
て
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
日
本
紀
略
』
な
ど
に
よ
れ
ば
、
一
一
世
紀
前
半
頃
ま
で
の
紫
野
御
霊
会
は
、
五
月
九
日

を
式
日
と
し
て
ほ
ぼ
毎
年
催
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、
そ
の
主
た
る
担
い
手
に
つ
い
て
は
議

論
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
五
島
が
、『
後
拾
遺
和
歌
集
』
巻
二
〇
に
収
め
ら
れ
た
藤
原
長
能
の

歌
お
よ
び
詞
書（

（（
（

に
よ
れ
ば
、「
郷
の
刀
禰
」
が
紫
野
に
御
霊
会
を
催
し
た
と
み
ら
れ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
在
地
の
一
般
民
衆
の
関
与
を
重
視
す
る
の
に
対
し
て（

（（
（

、
岡
田
は
、
こ
の
時
に
宣

旨
が
下
さ
れ
て
「
お
ほ
や
け
も
神
馬
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
逆
に

官
祭
的
な
性
格
を
強
調
す
る（

（（
（

。
が
、そ
の
後
の
記
録
、例
え
ば
寛
弘
五
（
一
〇
〇
八
）
年
の
「
紫

野
御
霊
会
、
諸
司
諸
衛
、
調
神
供
・
東
遊
・
走
馬
・
十
列
等
参
向
」（

（（
（

な
ど
に
依
拠
す
る
限
り
、

初
期
の
今
宮
祭
に
官
祭
的
な
性
格
が
強
い
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
今
宮
祭
が
紫
野

御
霊
会
と
表
記
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
時
期
に
限
ら
れ
る
。

　

一
一
世
紀
の
後
半
頃
か
ら
、
今
宮
祭
の
記
録
は
乏
し
く
な
る
。
こ
れ
は
史
料
上
の
制
約
も

あ
ろ
う
が
、
今
宮
祭
そ
の
も
の
が
毎
年
執
行
さ
れ
な
く
な
っ
た
ら
し
い
こ
と
に
も
よ
る
の
で

は
な
い
か
。
例
え
ば
天
承
二
（
長
承
元
、
一
一
三
二
）
年
は
、「
今
年
疾
疫
発
起
」（

（（
（

と
い
う

よ
う
に
疫
病
が
流
行
し
た
が
、『
朝
野
群
載
』
巻
二
一
所
収
の
同
年
閏
四
月
八
日
付
中
原
師

元
勘
文
に
は
「
風
聞
、
紫
野
今
宮
、
久
歴
年
序
、
漸
及
破
損
、
加
之
下
民
之
愚
、
誤
伐
樹
木

歟
、
早
加
修
復
必
有
感
応
矣
」（

（（
（

と
あ
り
、
当
時
の
今
宮
社
が
荒
廃
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

当
然
御
霊
会
も
途
絶
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
た
め
急
ぎ
社
殿
の
修
造
が
行
わ
れ
、
そ
の

功
に
報
い
る
除
目
に
際
し
て
、
源
師
時
は
「
件
今
宮
主
（
筆
者
注
・
者
か
）
時
行
之
神
也
」（

（（
（

と
記
し
た
（
こ
の
際
御
霊
会
も
執
り
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
）。
そ
れ
ゆ
え
五
島
が
指
摘

す
る
よ
う
に
、
当
時
の
今
宮
祭
は
「
疫
病
が
流
行
す
る
年
に
限
っ
て
そ
の
つ
ど
祭
礼
が
行
わ

れ
る
」（

（（
（

状
態
に
な
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
よ
う
。
こ
の
時
代
の
今
宮
祭
の
様
子
を
描
い
た
と

い
わ
れ
る
『
年
中
行
事
絵
巻
』
巻
一
二
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
の
ど
か
な
田
園
に
囲
ま
れ
た
社

殿
前
で
行
わ
れ
る
祭
の
よ
う
で
あ
っ
た（

（（
（

。

　

今
宮
祭
の
官
祭
的
・
臨
時
祭
的
・
疫
病
対
策
的
な
性
格
は
、
鎌
倉
期
で
も
確
認
さ
れ
る
。

鎌
倉
初
期
に
成
立
し
た
『
神
祇
官
年
中
行
事
』
に
よ
れ
ば
、今
宮
祭
は
神
祇
官
の
沙
汰
と
な
っ
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て
お
り（

（（
（

、
ま
た
、
正
元
元
（
一
二
五
九
）
年
の
『
百
錬
抄
』
に
は
「
紫
野
今
宮
祭
也
、
自
院

庁
被
騎
献
馬
長
、
此
事
中
絶
年
尚
、
今
年
被
興
行
、
依
疫
疾
御
祈
也
」（

（（
（

と
あ
る
よ
う
に
、
長

ら
く
中
断
さ
れ
て
い
た
祭
礼
が
、
や
は
り
疫
病
流
行
を
理
由
に
院（
後
嵯
峨
院
）の
主
導
で
再

開
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
京
都
の
祭
礼
の
多
く
は
、平
安
期
よ
り
御
霊
会
と
結
び
つ
い
て

疫
病
対
策
的
な
性
格
を
有
し
て
い
た
が（

（（
（

、こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、中
世
前
期
ま
で
の
今

宮
祭
に
は
、特
に
そ
の
性
格
が
強
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。し
か
し
、こ
の
時
代
も
全
般
的
に
今

宮
祭
の
記
録
は
き
わ
め
て
乏
し
く
、
そ
の
具
体
的
な
あ
り
方
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

　
（
２
）　
南
北
朝
期
に
お
け
る
今
宮
祭
の
変
容

　

中
原
師
守
ら
の
記
録
に
よ
っ
て
、
南
北
朝
期
の
一
四
世
紀
な
か
ば
か
ら
、
よ
う
や
く
今
宮

祭
の
詳
し
い
様
子
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
当
時
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
第

一
に
、
再
び
毎
年
五
月
九
日
を
式
日
と
し
て
祭
礼
が
執
り
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、

諸
司
の
関
与
を
欠
く
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
官
祭
的
な
性
格
が
著
し
く
薄
れ
た
こ
と
、
第
三

に
、
五
月
七
日
に
神
輿
迎
（
神
幸
）
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
般
都
市
住
民
が
支
え
る

都
市
祭
礼
の
様
相
を
呈
し
始
め
て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　

特
に
重
要
で
密
接
な
関
連
を
有
す
る
後
二
者
を
具
体
的
に
み
て
み
る
と
、
貞
治
三

（
一
三
六
四
）
年
の
『
師
守
記
』
に
「
今
日
紫
野
今
宮
祭
也
（
筆
者
注
・
中
略
）
寮
頭
膝
突
・

御
幣
等
不
被
沙
汰
進
也
、
近
年
依
不
具
如
然
、
此
祭
近
年
諸
司
不
及
沙
汰
欤
、
然
而
伝
馬
ハ

寮
使
請
取
之
、
近
年
儀
也
」（

（（
（

と
あ
り
、
近
年
の
「
諸
司
不
及
沙
汰
」
に
よ
っ
て
祭
礼
の
運
営

に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
官
祭
的
性
格
の
衰
退
を
明
確
に
示
す
の

は
、
翌
四
年
の
記
録
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
年
の
五
月
四
日
、
足
利
将
軍
義
詮
の
母
、
赤

橋
登
子
が
死
去
し
た
た
め
、
三
〇
日
間
の
天
下
蝕
穢
が
宣
せ
ら
れ
た
が
、
九
日
の
今
宮
祭
は

延
引
さ
れ
る
こ
と
な
く
執
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
中
原
師
夏
は
、
こ
の
事
態
を
「
紫
野
今
宮

祭
、
雖
天
下
穢
被
行
、
不
及
諸
司
沙
汰
故
也
」（

（（
（

と
断
じ
て
お
り
、
当
時
の
今
宮
祭
は
、
従
来

の
官
祭
的
性
格
が
著
し
く
薄
れ
、
も
は
や
公
的
関
与
の
及
ば
ぬ
祭
礼
に
な
っ
て
い
た
と
い
え

よ
う
。
ち
な
み
に
諸
司
の
不
沙
汰
に
よ
っ
て
運
営
に
支
障
を
き
た
す
傾
向
は
、
当
時
の
他
の

官
祭
的
祭
礼
で
も
同
様
で
あ
り
、
例
え
ば
洞
院
公
賢
は
、
文
和
二
（
一
三
五
三
）
年
の
北
野

祭
に
関
し
て
、「
今
日
北
野
祭
無
之
歟
、
無
主
之
朝
毎
事
此
式
歟
、
今
年
相
当
三
年
一
請
期

云
々
、
而
祭
礼
延
引
尤
不
便
歟
」（

（（
（

と
嘆
じ
て
い
る
。

　

一
方
、
貞
治
六
年
の
『
師
守
記
』
に
は
「
今
日
紫
野
今
宮
祭
、
御
輿
迎
□
」（

（（
（

と
あ
っ
て
、

こ
れ
は
今
宮
祭
に
お
け
る
五
月
七
日
の
神
輿
神
幸
の
初
見
で
あ
る
。
つ
ま
り
祇
園
・
稲
荷
・

松
尾
な
ど
平
安
京
南
部
の
祭
礼
で
は
、
既
に
平
安
期
に
成
立
し
て
い
た
、
神
輿
を
郊
外
の
本

社
か
ら
市
街
地
の
御
旅
所
に
迎
え
る
と
い
う
新
し
い
形
式
が
、
こ
の
時
期
に
今
宮
祭
で
も
確

立
し
た
の
で
あ
る
（
五
月
七
日
神
幸
、
五
月
九
日
還
幸（

（（
（

）。
市
街
地
で
の
御
旅
所
祭
祀
を
執

り
行
う
主
た
る
担
い
手
は
、先
行
す
る
南
部
祭
礼
の
事
例
か
ら
類
推
し
て
、平
安
京
北
部
（
室

町
期
以
降
の
上
京
）
に
居
住
す
る
一
般
の
都
市
住
民
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
今
宮
祭
は
こ

の
時
期
を
境
に
彼
ら
が
支
え
る
都
市
祭
礼
へ
と
変
容
し
、
現
在
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う（

（（
（

 

。

　

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
今
宮
祭
が
大
き
く
変
化
し
た
の
は
、
一
四
世
紀
の
鎌
倉
末
期
か

ら
南
北
朝
初
期
頃
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
祭
礼
を
支
え
る
主
体
が
、
朝

廷
や
院
の
「
諸
司
諸
衛
」
か
ら
一
般
の
都
市
住
民
へ
と
交
替
し
、
そ
の
性
格
も
官
が
支
え
る

官
祭
か
ら
民
が
支
え
る
都
市
祭
礼
へ
と
脱
皮
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
こ
の
時

代
に
そ
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た
の
か
と
い
う
背
景
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
南
北
朝

の
動
乱
や
室
町
幕
府
に
よ
る
朝
廷
・
院
権
力
の
接
収
、
平
安
京
北
部
の
市
街
地
形
成
な
ど
と

密
接
な
関
係
に
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
現
時
点
で
そ
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
そ
の
理
由
の
一
つ
に
、
こ
の
時
代
以
前
、
鎌
倉
期
か
ら
南
北
朝
初
期
に
か
け
て
の

祭
礼
の
様
相
が
、
既
存
史
料
で
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
点
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
こ
で
次

章
か
ら
は
、
新
た
な
史
料
を
用
い
て
、
当
時
の
今
宮
祭
の
あ
り
方
を
で
き
る
範
囲
で
復
原
・

考
察
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
３　
『
今
宮
神
社
文
書
』
に
み
る
中
世
前
期
の
今
宮
祭

　
　
（
１
）　
『
今
宮
神
社
文
書
』
に
お
け
る
中
世
今
宮
祭
関
係
史
料

　

現
在
の
今
宮
神
社
に
は
、多
数
の
古
文
書
（『
今
宮
神
社
文
書
』
旧
・
新
）
が
残
さ
れ
て
お
り
、
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こ
れ
ら
は
京
都
市
歴
史
資
料
館
に
よ
っ
て
収
集
・
撮
影
が
行
わ
れ
、
中
世
文
書
一
三
七
点
に

つ
い
て
は
五
島
に
よ
っ
て
目
録
が
作
成
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
こ
れ
ら
の
う
ち
半
数
以
上
は
神
馬
送

進
関
係
の
文
書
で
あ
る
が
、一
部
今
宮
祭
に
関
連
し
た
文
書
も
あ
る
。
中
で
も
受
入
番
号（
新
）

一
〇
六
、年
不
詳
「
紫
野
今
宮
社
神
事
覚
」
は
、詳
細
は
後
述
す
る
が
、別
記
し
た
翻
刻
文
（
史

料
１
）
の
と
お
り
、
中
世
後
期
以
降
に
は
み
ら
れ
な
い
、
田
楽
、
十
列
と
い
っ
た
祭
礼
行
列

の
渡
物
が
記
さ
れ
、
ま
た
院
の
関
与
を
示
す
内
容
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
中
世
前
期
今
宮
祭
の

あ
り
方
の
一
部
を
記
し
た
文
書
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
一
九
世
紀
の
幕
末
期
に
編
纂
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
、
受
入
番
号
（
旧
）
一
、「
紫

野
社
勘
例
案
」
と
い
う
文
書
の
中
に
「
官
祭
社
頭
次
第
」
と
い
う
一
節
が
あ
り
（
史
料
２
）、

こ
れ
も
南
北
朝
期
以
前
の
今
宮
祭
の
様
子
を
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
典
拠
は

不
明
で
あ
り
、
精
読
す
る
と
既
存
史
料
の
内
容
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
た
よ
う
な
節
も
あ
っ
て
、

あ
ま
り
参
考
に
は
な
ら
な
い（

（（
（

。

　

現
物
調
査
の
結
果
、「
紫
野
今
宮
社
神
事
覚
」（
以
下
「
神
事
覚
」）
は
、
二
枚
に
わ
た
っ

て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
二
枚
目
で
内
容
が
途
切
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
体
の
一
部
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
現
在
の
状
態
か
ら
後
に
書
写
さ
れ
た
文
書
と
考
え
ら
れ
る
が
、
書

写
年
代
は
特
定
で
き
な
い（

（（
（

。
現
存
す
る
部
分
は
「
御
影
向
事
」「
号
今
宮
社
事
」「
白
河
院
行

幸
事
」
の
三
条
か
ら
始
ま
る
。「
白
河
院
行
幸
事
」
の
内
容
は
、
私
見
の
限
り
、
他
に
該
当

す
る
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
承
保
四
（
承
暦
元
、
一
〇
七
七
）
年
は
疱
瘡
の
流
行
が
深

刻
で
あ
っ
た
年
で
あ
り（

（（
（

、
今
宮
社
に
疫
病
対
策
祈
願
の
た
め
の
行
幸
が
行
わ
れ
た
可
能
性
は

十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
後
「
五
月
七
日
祭
礼
役
事
」
と
記
さ
れ
、
実
際
に
誰
が
ど
の

よ
う
な
祭
礼
の
諸
役
を
務
め
た
か
が
一
つ
書
き
形
式
で
記
さ
れ
る
。
た
だ
、
問
題
と
な
る
の

が
、「
院
御
方
」
以
降
の
解
釈
で
あ
ろ
う
。「
院
御
方
」
は
前
に
記
さ
れ
る
「
神
祇
官
」
な
ど
や
、

後
に
記
さ
れ
る
「
修
理
職
」
よ
り
一
字
上
か
ら
記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
院
へ
の
尊
崇
を
込
め

て
他
よ
り
上
に
記
さ
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
下
の
事
項
は
「
院
御
方
」
の
命
に
よ
り

調
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
形
式
上
は
ど
ち
ら
と
も
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

し
か
し
先
述
の
と
お
り
、
五
月
七
日
の
神
輿
迎
は
、
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て

確
立
し
た
、
御
旅
所
祭
祀
を
中
心
と
す
る
新
し
い
神
事
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
を
主
導
し
た

の
が
一
般
の
都
市
住
民
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
院
を
は
じ
め
と
す
る

諸
司
が
、
こ
れ
だ
け
多
種
多
数
の
諸
役
を
神
輿
迎
の
た
め
に
調
進
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。

む
し
ろ
「
院
御
方
」
以
下
は
、
正
元
元
（
一
二
五
九
）
年
の
今
宮
祭
再
興
と
同
じ
よ
う
に
、

院
が
主
導
し
て
諸
司
に
渡
物
な
ど
を
調
進
さ
せ
た
内
容
で
あ
り
、
そ
れ
は
五
月
九
日
と
い

う
本
来
の
式
日
の
記
録
と
み
た
方
が
合
理
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、「
神
事
覚
」

が
記
す
祭
礼
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
が
神
輿
迎
の
記
録
で
あ
っ
た
可
能
性
に
も
留
意

す
る
が
、
と
り
あ
え
ず
「
院
御
方
」
よ
り
前
は
五
月
七
日
の
神
輿
迎
、
そ
れ
以
降
は
院
が
主

導
し
た
五
月
九
日
の
本
来
の
祭
礼
式
日
の
記
録
と
解
釈
し
て
、
論
考
を
進
め
て
い
く
こ
と
と

し
た
い
。

　
（
２
）　
「
紫
野
今
宮
社
神
事
覚
」
に
記
さ
れ
た
祭
礼
行
列
の
渡
物

　

本
節
で
は
、「
神
事
覚
」
に
記
さ
れ
た
祭
礼
行
列
の
渡
物
の
う
ち
、「
歩
田
楽
」、「
車
田
楽
」、

「
賀
茂
十
列
」
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

　

ま
ず
「
賀
茂
十
列
」
の
「
賀
茂
」
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
が（

（（
（

、
今
宮
祭
に
お
け
る
渡

物
と
し
て
、
十
列
は
平
安
期
よ
り
存
在
し
て
い
た（

（（
（

。
先
述
の
と
お
り
、
中
世
今
宮
祭
の
史

料
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
そ
の
渡
物
に
つ
い
て
も
不
明
な
点
が
多
い
が
、
十
列
は
貞
治
六

（
一
三
六
七
）
年
の
『
師
守
記
』
に
、「
近
年
依
不
具
也
、
此
祭
当
□
諸
司
不
及
沙
汰
之
間
、

十
列
無
之
」（

（（
（

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
南
北
朝
期
に
は
奉
納
が
断
絶
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

同
時
期
に
は
祇
園
会
で
も
十
列
が
奉
納
さ
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、
困
窮
下
に
お
い
て
、
馬
の

調
進
も
ま
ま
な
ら
な
い
世
情
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
常
時
で

あ
れ
ば
、
十
列
は
奉
幣
さ
れ
る
べ
き
渡
物
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
。

　

一
方
、「
歩
田
楽
」
や
「
車
田
楽
」
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
田
楽

と
は
、
も
と
も
と
農
耕
儀
礼
に
伴
う
芸
能
に
散
楽
芸
が
結
び
つ
い
た
も
の
と
い
わ
れ
て
お
り
、

後
に
は
能
楽
な
ど
も
取
り
入
れ
ら
れ
、
平
安
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
大
流
行
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
芸
態
や
担
い
手
、
そ
れ
に
演
じ
ら
れ
る
機
会
・
場
所
な
ど
は
多
種
多
様
で
あ
り
、

し
か
も
時
代
毎
の
変
化
も
大
き
い
た
め
、
田
楽
と
い
う
芸
能
の
全
貌
を
要
約
す
る
こ
と
は
難

し
い（

（（
（

。
と
り
あ
え
ず
京
都
の
祭
礼
に
お
け
る
田
楽
に
問
題
を
絞
れ
ば
、
お
お
む
ね
次
の
よ
う

な
実
態
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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一
一
世
紀
の
平
安
期
か
ら
、
田
楽
は
御
霊
会
に
お
い
て
演
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
当
初
の
そ

れ
ら
は
卑
俗
で
喧
騒
的
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い（

（（
（

。
こ
の
よ
う
な
田
楽
が
一
定
の
格
式
を
整

え
、
神
事
渡
物
と
し
て
祭
礼
行
列
に
供
奉
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、『
年
中
行
事
絵
巻
』

の
祇
園
会
や
稲
荷
祭
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
（
図
１
）、
一
二
世
紀
の
頃
か
ら
と
思
わ
れ

る（
（（
（

。
そ
こ
で
演
じ
ら
れ
て
い
る
芸
能
は
き
わ
め
て
高
度
で
あ
る
た
め
、
お
そ
ら
く
田
楽
法
師

ら
専
業
の
芸
能
集
団
が
担
っ
た
も
の
（
職
田
楽
）
と
推
測
さ
れ
よ
う
。
田
楽
の
専
業
集
団
が

京
都
の
祭
礼
に
勤
仕
し
て
い
た
記
録
は
一
三
世
紀
半
ば
ま
で
現
れ
な
い
が（

（（
（

、
能
勢
朝
次
は
こ

の
点
に
関
し
て
「
記
録
の
常
と
し
て
、
か
か
る
者
に
関
し
て
は
、
何
か
特
別
の
事
故
の
な
い

限
り
は
、
普
通
は
記
し
と
ど
め
る
必
要
を
感
じ
な
い
た
め
に
、
専
門
田
楽
法
師
の
事
が
見
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
」
と
し
て
お
り（

（（
（

、
筆
者
も
こ
の
見
方
に
賛
同
す
る
。
代
表
的
な
田
楽
の
専

業
集
団
で
あ
る
本
座
・
新
座
が
組
織
さ
れ
た
の
も
一
二
世
紀
の
頃
で
あ
り（

（（
（

、
し
た
が
っ
て
こ

れ
ら
の
専
業
集
団
は
、
お
お
む
ね
室
町
期
ま
で
一
貫
し
て
大
規
模
な
祭
礼
の
一
端
を
担
っ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う（

（（
（

。

　

し
か
し
、
祭
礼
行
列
の
渡
物
を
構
成
し
た
田
楽
は
、
専
業
集
団
に
よ
る
職
田
楽
ば
か
り
で

は
な
い
。
す
な
わ
ち
朝
廷
や
院
の
武
官
・
文
官
ら
が
田
楽
の
真
似
を
し
て
、
祭
礼
行
列
に
供

奉
す
る
渡
物
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
能
勢
は
「
農
民
で
も
な
く
又
職
業
的
田
楽
者
で
も

な
い
者
が
、
田
楽
を
模
す
る
こ
と
」
を
「
風
流
田
楽
」
と
呼
ん
で
い
る
が（

（（
（

、
風
流
田
楽
そ
の

も
の
は
、
有
名
な
永
長
元
（
一
〇
九
六
）
年
の
大
田
楽
の
よ
う
に
、
身
分
を
問
わ
ず
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
長
治
二
（
一
一
〇
五
）
年
の
『
中
右
記
』
に
記
さ
れ
た
神
人
に

よ
る
祇
園
会
の
田
楽（

（（
（

も
、
職
田
楽
と
い
う
よ
り
風
流
田
楽
に
近
い
も
の
で
な
か
っ
た
か
と
思

わ
れ
る
が
、
鎌
倉
期
に
な
っ
て
、
下
級
の
武
官
や
文
官
が
風
流
田
楽
を
な
し
て
祭
礼
行
列
に

供
奉
し
た
場
合
、
特
に
「
歩
田
楽
」
と
い
う
名
で
呼
ば
れ
た
よ
う
で
あ
る
。「
歩
田
楽
」
の

初
見
は
、
寛
元
四
（
一
二
四
六
）
年
の
祇
園
会
に
関
す
る
『
葉
黄
記
』
の
記
述
で
あ
り
、
そ

こ
に
は
「
今
日
祇
園
御
霊
会
也
（
筆
者
注
・
中
略
）
此
後
歩
田
楽
［
強
雖
不
可
然
、又
有
先
例
、

北
面
已
下
各
致
沙
汰
也
］」
と
あ
る（

（（
（

。
も
ち
ろ
ん
、こ
れ
だ
け
で
は
北
面
が
勤
め
た
田
楽
と
も
、

主
催
し
た
田
楽
と
も
と
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
は
北
面
武
士
が
勤
仕
し
た
諸
公
事
の
記
録
で

あ
る
建
保
四
（
一
二
一
六
）
年
の
『
参
軍
要
略
抄
』
に
は
、
既
に
「
田
楽
事　

祇
園
御
霊
会

并
今
宮
祭
勤
仕
田
楽
下
人
、
着
綾
藺
笠
、
如
小
冠
者
原
也
、
持
物
楽
器
、
随
北
面
所
司
支
配

廻
文
出
列
見
、
逢
催
見
参
、
此
事
不
限
衛
府
、
皆
悉
役
也
」
と
あ
っ
て（

（（
（

、
当
時
の
祇
園
会
と

今
宮
祭
に
お
い
て
、
彼
ら
が
「
歩
田
楽
」
の
担
い
手
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し

て
こ
れ
は
、
ま
さ
に
「
神
事
覚
」
に
お
け
る
「
歩
田
楽　

下
北
面
役 

御
幣 

縢
着
」
を
指
す

と
考
え
ら
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
祭
礼
行
列
に
お
い
て
、
彼
ら
が
実
際
に
い
か
な
る
田
楽
を
演

じ
た
の
か
（
あ
る
い
は
演
じ
な
か
っ
た
の
か
）
と
い
う
点
は
不
明
で
あ
る（

（（
（

。

　

そ
れ
で
は
残
る
「
車
田
楽　

二
両 

御
幣 

縢
着
」
な
る
渡
物
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
私
見
の
限
り
、「
車
田
楽
」
な
る
田
楽
は
他
の
史
料
で
は
未
見
で
あ

る
。
そ
の
名
前
か
ら
し
て
、
祇
園
祭
の
山
鉾
の
よ
う
な
車
が
二
両
出
さ
れ
、
そ
れ
に
人
が

乗
っ
て
田
楽
を
演
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
似
た
よ
う
な
渡
物
の
例
を
探
せ
ば
、
ま
ず
長
和
二

（
一
〇
一
三
）
年
の
祇
園
会
で
出
さ
れ
た
と
い
う
「
散
楽
空
車
」（

（（
（

（
む
な
ぐ
る
ま
）
が
あ
り
、

こ
れ
は
屋
根
の
な
い
車
に
散
楽
の
芸
能
者
が
乗
っ
て
芸
能
を
演
じ
た
も
の
ら
し
い
。
そ
の
後

は
か
な
り
時
代
が
下
り
、
貞
治
三
（
一
三
六
四
）
年
の
祇
園
会
に
お
け
る
「
久
世
舞
車
」（

（（
（

ま

で
類
似
事
例
は
見
出
せ
な
い
が
、
こ
ち
ら
も
車
舞
台
の
上
で
流
行
芸
能
の
久
世
舞
（
曲
舞
）

が
演
じ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る（

（（
（

。
た
だ
、
そ
の
間
に
賀
茂
祭
の
渡
物
と
し
て
飾
り
立
て
た
風
流

の
車
が
出
さ
れ
て
い
た
記
録
は
あ
り（

（（
（

、
時
折
、
祭
礼
行
列
の
余
興
的
な
渡
物
と
し
て
特
殊
な

車
が
調
進
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
ら
し
い
。
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
散
楽
空
車
も
久
世
舞
車

図１　12 世紀の祇園会における田楽
出所：『年中行事絵巻』　  

（『日本絵巻大成８』所収）
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も
専
業
の
芸
能
者
が
乗
っ
て
芸
能
を
演
じ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
仮
に
「
車
田
楽
」
が

そ
れ
ら
に
類
似
し
た
渡
物
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
別
途
、
風
流
田
楽
と
し
て
北
面
武
士
が
勤

め
る
「
歩
田
楽
」
が
出
さ
れ
て
い
る
以
上
、
そ
こ
に
乗
っ
て
い
た
の
は
、
田
楽
を
専
業
と
す

る
芸
能
者
と
み
る
の
が
合
理
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
推
測
の
域
を
出
な
い
も
の
の
、「
車

田
楽
」
と
は
専
業
芸
能
者
が
車
舞
台
に
乗
っ
て
田
楽
を
演
じ
た
渡
物
と
考
え
て
お
き
た
い
。

　

最
後
に
注
目
し
た
い
の
は
、「
神
事
覚
」
に
お
け
る
「
歩
田
楽
」
も
「
車
田
楽
」
も
、
院

か
ら
調
進
さ
れ
た
ら
し
い
点
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
山
路
に
よ
れ
ば
、
祇
園
会
で
出
さ
れ
て

い
た
二
種
類
の
田
楽
の
う
ち
、「
歩
田
楽
」
は
院
な
ど
信
仰
者
集
団
側
か
ら
出
さ
れ
た
渡
物
、

本
座
・
新
座
に
よ
る
専
業
集
団
の
職
田
楽
は
神
社
側
か
ら
出
さ
れ
た
渡
物
と
し
て
区
別
す
る

必
要
性
を
強
調
し
て
お
り（

（（
（

、
こ
の
点
で
い
ず
れ
の
田
楽
も
院
か
ら
調
進
さ
れ
て
い
る
今
宮
祭

は
、
き
わ
め
て
特
徴
的
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
こ
れ
ら
が
神
社
側
の
渡
物
で
な
い
と
す
れ
ば
、

「
歩
田
楽
」
は
も
ち
ろ
ん
、
職
田
楽
と
み
ら
れ
る
「
車
田
楽
」
も
（
恒
久
的
で
な
い
）
一
時

的
な
渡
物
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　
（
３
）　
「
紫
野
今
宮
社
神
事
覚
」
の
年
代
に
つ
い
て

　

先
述
の
と
お
り
、「
神
事
覚
」
は
院
に
よ
る
今
宮
祭
へ
の
強
い
関
与
を
示
し
て
い
る
。
こ

の
場
合
の
院
と
は
、
院
政
を
執
る
治
天
の
君
を
指
す
と
思
わ
れ
、「
神
事
覚
」
は
院
政
が
あ

る
程
度
充
実
し
て
い
た
時
代
の
状
況
を
描
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
五
月
七
日
の

神
事
（
神
輿
迎
）
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
一
四
世
紀
な
か
ば
か
ら
頻
繁
に
現
れ
る
久
世
舞

車
の
よ
う
な
渡
物
と
思
わ
れ
る
「
車
田
楽
」
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
現
存
す
る
『
今
宮
神

社
文
書
』
に
お
い
て
、
年
月
日
が
判
明
し
て
い
る
文
書
は
建
武
四
（
一
三
三
七
）
年
以
降
の

も
の
に
限
ら
れ
る
こ
と（

（（
（

な
ど
か
ら
、
鎌
倉
前
期
ま
で
時
代
が
さ
か
の
ぼ
る
と
も
考
え
に
く
い
。

し
た
が
っ
て
、
一
応
正
元
元
（
一
二
五
九
）
年
の
再
興
の
後
に
絞
っ
て
「
神
事
覚
」
に
記
さ

れ
た
祭
礼
の
年
代
を
特
定
し
て
み
た
い
。

　
「
神
事
覚
」
年
代
特
定
の
鍵
は
、
最
後
に
記
さ
れ
た
一
条
関
白
家
か
ら
の
寄
進
に
あ
ろ
う
。

正
元
元
年
以
降
、
一
四
世
紀
な
か
ば
ま
で
に
一
条
家
か
ら
輩
出
し
た
関
白
は
、
実
経
（
文
永

二
（
一
二
六
五
）
年
閏
四
月
一
八
日
～
同
四
年
十
二
月
九
日
）、内
経
（
文
保
二
（
一
三
一
八
）

年
一
二
月
二
九
日
～
元
亨
三
（
一
三
二
三
）
年
三
月
二
九
日
）、
経
通
（
建
武
五
（
暦
応
元
、

一
三
三
八
）
年
五
月
一
九
日
～
暦
応
五
年
一
月
二
六
日
）
の
三
人
で
あ
る（

（（
（

。
こ
の
う
ち
経
通

の
時
代
は
、
南
北
朝
の
動
乱
が
始
ま
っ
て
お
り
、「
神
事
覚
」
で
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
多

数
の
諸
役
を
院
（
光
巌
院
）
が
調
進
で
き
た
と
は
考
え
づ
ら
い
。
一
方
、
実
経
の
時
代
は
、

正
元
元
年
の
祭
礼
再
興
を
主
導
し
た
後
嵯
峨
院
が
引
き
続
き
院
政
を
執
っ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ

え
再
興
の
折
に
調
進
さ
れ
て
い
た
馬
長
が
「
神
事
覚
」
の
渡
物
の
中
に
現
れ
な
い
の
は
、
い

さ
さ
か
不
審
で
あ
る
。
ま
た
、
い
ず
れ
と
も
疫
病
が
流
行
し
て
い
た
記
録
も
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
け
ば
、
最
も
可
能
性
が
高
い
の
は
、
後
宇
多
院
が
院
政
を
執
っ
て

い
た
内
経
の
時
代
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
後
宇
多
院
政
は
元
亨
元
年
一
二
月
九
日
に
停
止
さ

れ
て
い
る
の
で（

（（
（

、
実
際
に
は
元
応
元
（
一
三
一
九
）
年
か
ら
元
亨
元
年
ま
で
の
三
年
間
に
絞

ら
れ
る
。
注
意
し
た
い
の
は
、
元
応
元
年
と
元
亨
元
年
に
は
、
と
も
に
疫
病
が
流
行
し
て
い

た
こ
と
で
あ
る（

（（
（

。
し
か
も
元
亨
元
年
は
、
後
伏
見
院
と
花
園
院
が
「
世
間
病
悩
」
を
嘆
き
、

祇
園
社
に
宸
筆
心
経
を
納
め
て
供
養
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
、
疫
病
の
た
め
に
祇
園
社
へ
の
信

仰
が
高
ま
っ
て
い
た
。
当
然
、
同
系
統
の
御
霊
神
と
い
え
る
今
宮
社
へ
の
信
仰
も
高
揚
し
て

い
た
で
あ
ろ
う
。

　

お
そ
ら
く
当
時
は
、
御
旅
所
へ
の
神
輿
迎
が
開
始
さ
れ
、
今
宮
祭
は
一
般
住
民
が
支
え
る

都
市
祭
礼
の
様
相
を
呈
し
始
め
て
い
た
。
し
か
し
、
疫
病
の
恐
怖
は
身
分
の
上
下
を
問
わ
ず

あ
り
、
そ
の
蔓
延
を
ま
の
あ
た
り
に
し
た
後
宇
多
院
が
、
以
前
か
ら
疫
病
対
策
と
し
て
催
さ

れ
て
い
た
今
宮
祭
に
期
待
し
て
、
再
び
力
を
入
れ
て
渡
物
な
ど
を
調
進
し
た
記
録
が
、「
神

事
覚
」
で
あ
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
４　
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
中
世
前
期
以
前
の
今
宮
祭
を
対
象
に
し
て
、
平
安
期
か
ら
南
北
朝
期
に
至
る
そ

の
変
遷
を
、
新
史
料
な
ど
も
用
い
て
復
原
し
た
。
そ
の
結
果
、
当
初
は
疫
病
対
策
と
し
て
の

官
祭
的
・
臨
時
祭
的
な
性
格
が
強
か
っ
た
も
の
が
、
一
四
世
紀
の
前
半
、
鎌
倉
末
期
か
ら
南

北
朝
初
期
頃
に
、
御
旅
所
祭
祀
を
中
心
と
し
て
、
一
般
住
民
が
支
え
る
定
期
的
な
都
市
祭
礼
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に
変
容
し
た
こ
と
が
解
明
さ
れ
た
。
ま
た
、
中
世
前
期
に
お
け
る
祭
礼
行
列
の
あ
り
方
の
一

端
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

一
方
で
残
さ
れ
た
課
題
も
あ
る
。
ま
ず
第
２
章
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
な
ぜ
一
四
世
紀
前

半
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
の
か
と
い
う
背
景
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
が
必
要
で
あ
る
。
次

に
今
宮
社
で
は
、
官
祭
的
で
あ
っ
た
今
宮
祭
の
他
に
、
一
般
民
衆
が
主
導
し
た
と
思
わ
れ
る

や
す
ら
い
祭
も
連
綿
と
し
て
執
り
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り（

（（
（

、
こ
の
二
つ
の
祭
を
中
心
と

し
て
、
今
宮
社
へ
の
信
仰
と
そ
の
変
遷
と
を
総
合
的
に
把
握
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

最
後
に
他
の
祭
礼
の
動
向
と
の
比
較
考
察
や
、
そ
れ
ら
を
通
じ
た
京
都
に
お
け
る
都
市
祭
礼

の
全
体
像
の
構
築
な
ど
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
従
来
の
京
都
の
都
市
祭
礼
研
究
は
、
多
く
が
祇
園
会
を
中
心

と
し
た
平
安
京
南
部
（
下
京
）
に
限
ら
れ
、し
か
も
個
別
祭
礼
の
民
俗
誌
的
研
究
と
い
う
「
殻
」

を
破
る
も
の
は
少
な
か
っ
た
。
本
稿
も
今
宮
祭
と
い
う
個
別
祭
礼
を
対
象
と
し
た
歴
史
民
俗

誌
の
枠
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
平
安
京
北
部
（
上
京
）
の
祭
礼
研
究
に
嚆
矢
を
つ
け
た

こ
と
を
契
機
に
、
都
市
祭
礼
の
全
体
像
構
築
へ
の
第
一
歩
と
な
り
、
文
化
史
な
ら
び
に
都
市

史
に
お
け
る
新
た
な
研
究
の
進
展
に
つ
な
が
れ
ば
幸
で
あ
る
。

〔
付
記
〕

　

本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
今
宮
神
社
の
佐
々
木
從
久
宮
司
、
前
田
一
郎
先
生
、
小
田
切
康
彦
氏

に
多
大
な
ご
指
導
・
ご
教
示
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

な
お
、
本
稿
は
文
部
科
学
省
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
日
本
文
化
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

テ
ィ
ー
ズ
拠
点
」
お
よ
び
「
歴
史
都
市
を
守
る
「
文
化
遺
産
防
災
学
」
推
進
拠
点
」（
と
も
に
立
命
館
大

学
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

〔
注
釈
〕

（
1
）	

小
松
茂
美
編
『
日
本
絵
巻
大
成 

８ 

年
中
行
事
絵
巻
』、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
七
所
収
の
住
吉
本 

『
年
中
行
事
絵
巻
』
巻
九
お
よ
び
巻
一
二
な
ど
。

（
2
）	

本
稿
で
は
、お
お
む
ね
鎌
倉
期
か
ら
南
北
朝
期
ま
で（
一
二
世
紀
末
～
一
四
世
紀
末
）を
中
世
前
期
、

室
町
期
か
ら
戦
国
期
ま
で
（
一
四
世
紀
末
～
一
六
世
紀
末
）
を
中
世
後
期
と
す
る
。

（
3
）	

①
脇
田
晴
子
「
中
世
の
祇
園
会
―
そ
の
成
立
と
変
質
―
」、
芸
能
史
研
究
四
、一
九
六
四
、一
一

―
二
八
頁
、
②
脇
田
晴
子
『
中
世
京
都
と
祇
園
祭
―
疫
神
と
都
市
の
生
活
』、
中
央
公
論
新
社
、

一
九
九
九
。

（
４
）	

五
味
文
彦
「
馬
長
と
馬
上
」（
五
味
文
彦
『
院
政
期
社
会
の
研
究
』、
山
川
出
版
社
、

一
九
八
四
）、
三
四
一
―
三
七
二
頁
。

（
５
）	

①
山
路
興
造
「
祇
園
御
霊
会
の
芸
能
―
馬
長
童
・
久
世
舞
車
・
羯
鼓
稚
児
―
」、
芸
能
史
研
究

九
四
、一
九
八
六
、一
五
―
二
九
頁
、
②
山
路
興
造
「
祇
園
囃
子
の
源
流
と
変
遷
」（
祇
園
祭
山
鉾

連
合
会
編
『
講
座
祇
園
囃
子
』、
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会
、
一
九
八
八
）、
一
九
―
六
七
頁
な
ど
。

（
６
）	

五
島
邦
治
「
郊
外
の
御
霊
会
」（
五
島
邦
治
『
京
都 

町
共
同
体
成
立
史
の
研
究
』、
岩
田
書
院
、

二
〇
〇
四
）、
八
九
―
一
一
六
頁
（
初
出
は
一
九
九
二
）。

（
７
）	

岡
田
荘
司
「
平
安
京
中
の
祭
礼
・
御
旅
所
祭
祀
」（
岡
田
荘
司
『
平
安
時
代
の
国
家
と
祭
祀
』、
続

群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
四
）、
四
四
〇
―
四
九
九
頁
。

（
８
）	

坂
本
博
司
「
今
宮
祭
と
西
陣
」、
芸
能
史
研
究
七
一
、一
九
八
一
、五
六
―
六
九
頁
な
ど
。

（
９
）	

本
多
健
一
「
中
世
後
期
の
京
都
今
宮
祭
と
上
京
氏
子
区
域
の
変
遷
―
そ
こ
に
顕
現
す
る
空
間
構
造

に
着
目
し
て
―
」、
歴
史
地
理
学
二
四
六
、二
〇
〇
九
、一
―
二
二
頁
。

（
10
）	『
日
本
紀
略
』、
正
暦
五
年
六
月
二
七
日
条
お
よ
び
長
保
三
年
五
月
九
日
条
な
ど
。

（
11
）	

久
保
田
淳
・
平
田
喜
信
校
注
『
後
拾
遺
和
歌
集
』、
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
、四
八
五
頁
。
こ
の
歌

は
、長
保
三
年
か
寛
弘
二
（
一
〇
〇
五
）
年
の
紫
野
御
霊
会
を
詠
ん
だ
も
の
と
さ
れ
る
（
前
掲
（
６
）

一
〇
七
頁
）。

（
12
）	

前
掲
（
６
）
一
〇
七
―
一
〇
八
頁
。

（
13
）	

前
掲
（
７
）
四
八
二
―
四
八
六
頁
。

（
14
）	『
日
本
紀
略
』、
寛
弘
五
年
五
月
九
日
条
。

（
15
）	『
百
錬
抄
』。

（
16
）	

黒
板
勝
美
編
『
新
訂
増
補
国
史
大
系 

第
二
十
九
巻
上 

朝
野
群
載
』、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
九
、四
八
五
頁
。

（
17
）	『
長
秋
記
』、
天
承
二
（
長
承
元
）
年
五
月
一
九
日
条
。

（
18
）	

前
掲
（
６
）
一
〇
七
頁
。

（
19
）	

前
掲
（
１
）
六
〇
―
六
一
頁
。
な
お
、
住
吉
本
『
年
中
行
事
絵
巻
』
に
描
か
れ
て
い
る
祭
礼
の
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描
写
に
つ
い
て
、
五
味
は
、
従
来
祇
園
会
の
も
の
と
さ
れ
て
き
た
巻
九
の
祭
礼
行
列
や
巻
一
二

の
二
五
紙
～
三
〇
紙
に
あ
る
御
旅
所
・
馬
長
の
光
景
を
今
宮
祭
の
も
の
と
し
た
（
前
掲
（
４
）

三
四
二
―
三
五
一
頁
）。
し
か
し
巻
九
に
つ
い
て
は
、山
路
（
前
掲
（
５
）
②
六
六
頁
）、岡
田
（
前

掲
（
７
）
四
九
八
頁
）、
脇
田
（
前
掲
（
３
）
②
四
四
―
五
〇
頁
）
ら
に
よ
っ
て
こ
の
主
張
は
否

定
さ
れ
て
お
り
、
従
来
通
り
祇
園
会
と
す
る
見
方
で
誤
り
あ
る
ま
い
。
た
だ
し
、
巻
一
二
は
錯
簡

が
著
し
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
当
該
部
分
の
光
景
が
何
の
祭
礼
で
あ
る
か
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

（
20
）	『
群
書
類
従
・
第
六
輯
』、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
七
、六
〇
七
頁
。

（
21
）	『
百
錬
抄
』、
正
元
元
年
五
月
九
日
条
。

（
22
）	

林
屋
辰
三
郎
『
京
都
』、
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
、六
一
―
六
六
頁
。
最
近
で
は
、
都
市
祭
礼
の
季

節
性
と
自
然
災
害
と
の
関
連
性
も
追
究
さ
れ
て
い
る（
片
平
博
文「
歴
史
時
代
の
災
害
と
稲
荷
祭
」、

朱
五
〇
、二
〇
〇
七
、一
三
六
―
一
五
四
頁
）。

（
23
）	『
師
守
記
』、
貞
治
三
年
五
月
九
日
条
。

（
24
）	『
続
史
愚
抄
』、
貞
治
四
年
五
月
九
日
条
。

（
25
）	『
園
太
暦
』、
文
和
二
年
八
月
四
日
条
。

（
26
）	『
師
守
記
』、
貞
治
六
年
五
月
七
日
条
。

（
27
）	

今
宮
祭
に
お
け
る
御
旅
所
の
初
見
は
、『
康
富
記
』、
応
永
八
（
一
四
〇
一
）
年
五
月
九
日
条
で
あ

る
が
、当
時
は
場
所
が
定
ま
ら
ず
、各
所
を
転
々
と
し
て
い
た
ら
し
い
（
前
掲
（
７
）
四
八
六
頁
）。

（
28
）	

た
だ
し
、
室
町
期
か
ら
戦
国
期
に
か
け
て
は
室
町
幕
府
の
関
与
も
あ
っ
た
ら
し
い
し
、
一
般
の
都

市
住
民
と
い
っ
て
も
、
職
縁
的
に
結
び
つ
い
た
人
間
の
集
団
な
の
か
、
地
縁
的
に
結
び
つ
い
た
人

間
の
集
団
な
の
か
に
よ
っ
て
性
格
が
大
き
く
異
な
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
点
は
よ
り
詳
細
な
検
討
が

必
要
で
あ
る
。
中
世
後
期
の
今
宮
祭
に
つ
い
て
は
、
前
掲
（
９
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
29
）	

五
島
邦
治
「
今
宮
神
社
文
書
に
み
る
神
馬
送
進
―
「
歴
史
史
料
検
索
シ
ス
テ
ム
」
を
使
っ
て
―
」、

京
都
市
歴
史
資
料
館
紀
要
九
、一
九
九
二
、一
九
九
―
二
〇
五
頁
。

（
30
）	

他
に
受
入
番
号
（
新
）
一
二
八
、一
二
九
、一
三
〇
の
三
点
は
、
大
永
五
（
一
五
二
五
）
年
五
月
九

日
の
還
幸
に
お
い
て
、
喧
嘩
の
た
め
に
神
輿
が
破
損
し
た
事
件
に
関
す
る
文
書
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
は
、
別
途
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

（
31
）	

現
存
の
状
態
は
比
較
的
良
好
で
あ
り
、
書
写
年
代
は
古
く
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
五
島
は
こ

れ
を
中
世
文
書
の
一
群
と
し
て
数
え
て
い
る
（
前
掲
（
29
））。
な
お
、「
紫
野
今
宮
社
神
事
覚
」

と
い
う
文
書
名
は
、
五
島
作
成
の
目
録
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
元
史
料
に
そ
の
よ
う
な
名
は
な
い
。

（
32
）	『
百
錬
抄
』、『
扶
桑
略
記
』
な
ど
。

（
33
）	『
延
喜
式
』
巻
四
八
に
は
、「
凡
諸
祭
并
大
祓
料
、
繋
飼
馬
及
給
人
馬
者
、
皆
焼
返
印
、
但
臨
時
奉

名
神
馬
非
此
限
」
と
も
記
さ
れ
る
の
で
、
一
旦
賀
茂
社
へ
奉
納
さ
れ
た
十
列
が
、
返
却
さ
れ
て
今

宮
社
に
納
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
定
か
で
は
な
い
。

（
34
）	『
日
本
紀
略
』、
寛
弘
二
（
一
〇
〇
五
）
年
五
月
九
日
条
お
よ
び
同
五
年
五
月
九
日
条
。
ま
た
、「
神

事
覚
」
の
「
白
河
院
行
幸
事
」
に
も
、
承
保
四
年
の
行
幸
の
際
に
十
列
が
奉
納
さ
れ
た
と
記
さ

れ
る
。「
十
列
」
と
い
う
語
で
十
疋
の
神
馬
を
指
す
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
右
馬
寮
の
項
に

「
神
馬
一
疋
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
十
疋
の
走
馬
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
十

列
に
つ
い
て
は
、
①
並
木
和
子
「
関
白
家
神
馬
使
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
―
平
安
祭
祀
と
祭
馬
奉

納
―
」、
神
道
学
一
二
九
、一
九
八
六
、一
六
―
三
四
頁
、
②
鈴
木
眞
弓
「
十
列
と
馬
長
」、
悠
久

七
三
、一
九
九
八
、八
五
―
八
九
頁
を
参
照
。

（
35
）	『
師
守
記
』、
貞
治
六
年
五
月
九
日
条
。

（
36
）	

田
楽
の
研
究
は
数
多
い
が
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
植
木
行
宣
「
田
楽
―
そ
の
成
立
と
展
開
」

（
植
木
行
宣
『
中
世
芸
能
の
形
成
過
程
』、
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
九
）、
九
―
八
六
頁
（
初
出
は

一
九
八
二
）
な
ど
が
あ
る
。

（
37
）	『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
八
「
近
江
国
矢
馳
郡
司
堂
供
養
田
楽
語
」。

（
38
）	

前
掲
（
１
）
参
照
。

（
39
）	『
葉
黄
記
』、
宝
治
元
（
一
二
四
七
）
年
五
月
九
日
条
に
「
新
日
吉
社
小
五
月
会
事
」
と
し
て
「
田

楽
二
座
［
本
座
装
束
社
家
沙
汰
、
新
座
装
束
庁
催
］」（
筆
者
注
・[ ]

内
は
割
注
、
以
下
同
じ
）
と

あ
る
。
祇
園
社
で
は
、『
祇
園
執
行
日
記
』、
康
永
二
（
一
三
四
三
）
年
一
一
月
二
三
日
条
に
「
一
、

於
社
頭
田
楽
［
本
座
］」
と
あ
る
の
が
初
見
で
あ
る
（
八
坂
神
社
社
務
所
編
『
八
坂
神
社
記
録
』
上
、

八
坂
神
社
社
務
所
、
一
九
二
三
、七
六
頁
）。

（
40
）	
能
勢
朝
次
「
田
楽
攷
」（
能
勢
朝
次
『
能
楽
源
流
考
』、
岩
波
書
店
、
一
九
三
八
）、
一
四
九
三
頁
。

（
41
）	
前
掲
（
36
）
六
六
―
七
五
頁
。

（
42
）	

祇
園
会
で
は
、
応
仁
の
乱
後
の
文
亀
二
（
一
五
〇
二
）
年
「
馬
上
料
足
下
行
銭
日
記
」
ま
で
、
田

楽
座
の
勤
仕
が
確
認
で
き
る
（
八
坂
神
社
文
書
編
纂
委
員
会
編
『
新
修 

八
坂
神
社
文
書
』（
中
世
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篇
）、
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
二
、一
五
七
―
一
五
九
頁
）。

（
43
）	

前
掲
（
40
）
一
四
六
四
頁
。

（
44
）	『
中
右
記
』、
長
治
二
年
六
月
一
四
日
条
。

（
45
）	『
葉
黄
記
』、
寛
元
四
年
六
月
二
八
日
条
。

（
46
）	『
続
群
書
類
従
・
第
十
一
輯
下 

公
事
部
装
束
部
』、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
八
、八
四
六
頁
。

（
47
）	

そ
の
後
南
北
朝
期
の
「
歩
田
楽
」
は
、
文
殿
の
外
記
ら
が
担
い
手
と
な
っ
て
祇
園
会
や
北
野
祭
に

参
列
し
て
い
た
ら
し
い
（『
師
守
記
』、
暦
応
三
（
一
三
四
〇
）
年
六
月
一
四
日
条
お
よ
び
貞
和
五

（
一
三
四
九
）
年
八
月
五
日
条
な
ど
）。
な
お
、『
年
中
行
事
絵
巻
』
の
中
で
馬
に
乗
っ
て
田
楽
を

演
じ
て
い
る
集
団
が
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
そ
れ
ら
と
平
安
期
の
近
衛
府
武
官
た
ち
が
素
養
と
し

て
持
っ
て
い
た
鼓
吹
の
芸
態
と
の
関
連
を
指
摘
す
る
研
究
も
あ
る
（
藤
原
良
章
「
中
世
芸
能
の
歴

史
的
位
置
―
田
楽
を
中
心
に
―
」（
網
野
善
彦
編
『
中
世
を
考
え
る 

職
人
と
芸
能
』、吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
四
）、
二
一
六
―
二
二
二
頁
）。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
後
の
「
歩
田
楽
」
は
そ
れ
ら
が

形
骸
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
こ
の
問
題
は
、
今
後
の
研
究
の
進
展
を
待
ち
た
い
。

（
48
）	『
小
右
記
』、
長
和
二
年
六
月
一
四
日
条
。

（
49
）	『
師
守
記
』、
貞
治
三
年
六
月
七
日
・
一
四
日
条
。
そ
の
後
は
、
祇
園
会
な
ど
に
久
世
舞
車
が
出
る

記
録
が
多
く
な
る
。

（
50
）	

世
阿
弥
元
清『
五
音
』（
表
章
・
加
藤
周
一
校
注『
日
本
思
想
体
系
二
四 
世
阿
弥
・
禅
竹
』、岩
波
書
店
、

一
九
七
四
、二
二
三
頁
）。
な
お
、
山
路
は
、
こ
の
久
世
舞
車
に
本
来
の
鉾
を
乗
せ
た
も
の
が
、
現

在
の
祇
園
祭
山
鉾
の
原
型
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
（
前
掲
（
５
）
②
）。

（
51
）	

①
『
中
右
記
』、
寛
治
二
（
一
〇
九
二
）
年
四
月
一
八
日
条
、
②
『
明
月
記
』、
建
永
二
（
承
元
元
、

一
二
〇
七
）
年
四
月
一
六
日
条
、
③
『
玉
蘂
』、
建
暦
二
（
一
二
一
二
）
年
三
月
二
二
日
条
な
ど
。

（
52
）	

前
掲
（
５
）
①
参
照
。

（
53
）	

前
掲
（
29
）
参
照
。

（
54
）	『
公
卿
補
任
』
に
よ
る
。

（
55
）	『
花
園
天
皇
宸
記
』、
元
亨
元
年
一
二
月
九
日
条
な
ど
。

（
56
）	

①
『
花
園
天
皇
宸
記
』、
元
応
元
年
六
月
三
〇
日
条
お
よ
び
元
亨
元
年
六
月
二
四
日
条
、
②
『
社

家
条
々
記
録
』、
元
亨
元
年
六
月
二
五
日
条
（
竹
内
理
三
編
『
増
補
続
史
料
大
成
第
四
十
四
巻 

八

坂
神
社
記
録
二
』、
臨
川
書
店
、
一
九
七
八
、二
〇
三
―
二
〇
五
頁
）。

（
57
）	

や
す
ら
い
祭
に
つ
い
て
は
、
①
河
音
能
平
「
ヤ
ス
ラ
イ
ハ
ナ
の
成
立
」（
河
音
能
平
『
中
世
封

建
社
会
の
首
都
と
農
村
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
）、
五
五
―
一
二
三
頁
（
初
出
は

一
九
七
四
）、②
芸
能
史
研
究
会
編
『
や
す
ら
い
花
調
査
報
告
書
』、や
す
ら
い
踊
保
存
団
体
連
合
会
、

一
九
七
七
な
ど
を
参
照
。

　
　

史
料
２
「
紫
野
社
勘
例
案
」（『
今
宮
神
社
文
書
』）

官
祭
社
頭
次
第

凡
當
社
ノ
祭
ノ
コ
ト
五
月
七
日
陰
陽
寮
ヨ
リ
内
裏
ヘ
物

忌
札
献
之
九
日
祭
白
川
伯
王
殿
ヨ
リ
幣
物
并
調

神
供
神
祇
公
文
史
生
持
参
ナ
リ
伶
人
奏
音
楽

東
遊
ア
リ
左
右
馬
寮
ヨ
リ
神
馬
十
列
官
人
勤
之
馬

長
モ
別
ニ
被
遣
之
作
物
所
ヨ
リ
奉
造
神
宝
走

馬
等
瀧
口
官
人
勤
之
又
ハ
後
宴
ノ
日
走
馬
ア
ル
コ
ト

モ
ア
リ
田
楽
ノ
能
モ
ア
リ
左
右
近
衛
官
人
左
右

衛
門
官
人
左
右
兵
衛
官
人
并
諸
司
官
人
并
院
廰

ヨ
リ
モ
北
面
所
司
等
参
向
ア
リ
此
ノ
事
ハ
一
条
院
寛

弘
五
年
ヨ
リ
始
順
徳
院
ノ
建
暦
二
年
比
其
後
迠
モ

如
此
行
シ
ケ
リ
使
或
ハ
宣
命
ノ
沙
汰
ナ
シ
天
皇

御
不
豫
之
時
或
世
上
物
忩
之
時
ハ
少
納
言
率

主
鈴
看
督
長
等
被
懸
靱
于
此
神
前
作
法
ア
リ

被
奉
授
神
位
之
時
ハ
依
編
者
神
祇
官
人
社
等

え
神
供
記
持
参
ナ
リ
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一
簸
呈　
　
　

麦
紙
袋
三　

御
幣　

縢
着

　

一
保
刀
祢　
　

神
供　

御
幣　

縢
着

　

一
歩
田
楽　
　

下
北
面
役　

御
幣　

縢
着

　

一
八
省
卿　
　

御
幣
各
一
本　

縢
着

　

一
右
馬
寮　
　

神
馬
一
疋　

御
幣　

縢
着

　

一
右
馬
寮　
　

材
木
并
ニ
シ
ヤ
井
ク
シ　

駕
輿
丁
四
人　

　
　
　
　
　
　
　

安
鞁
二
人　

太
鼓
持
二
人

　

一
左
馬
寮　
　

神
輿
御
迎
七
日
参
向　

寮
印
馬
部

　
　
　
　
　
　
　

等　

笛
吹
一
人

　

一
シ
ヤ
ウ
キ
ヨ
リ　

唐
樻
二
合

　

一
保
々
刀
祢　

御
幣　

縢
着

　

一
車
田
楽　
　

二
両　

御
幣　

縢
着

　

一
賀
茂
十
列　

御
幣　

縢
着
布

　
　
　
　
　
　
　

神
主
見
之

　

一
荘
神
人　
　

神
輿
為
荘
厳
早
旦
ニ
宮
本
参
之

　

一
神
輿
御
張
神
人　

大
宿
ヨ
リ
七
日
持
参
之

　

一
官
人
等　
　

神
行
路
次
可
掃
除
之

一
条

一
関
白
家
ヨ
リ　

御
幣　

縢
着　

紙
三
帖

　

一
五
月
一
日
ヨ
リ　

神
供
頭
二
条
ヨ
リ
下
九
条
ニ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

可
□
之

筆者注・［　］内は割注

・寸法
一枚目：縦　25.6 糎 × 横 43 糎
二枚目：縦　25.6 糎 × 横 37.6 糎

・料紙：楮紙

　
　

史
料
１
「
紫
野
今
宮
社
神
事
覚
」（『
今
宮
神
社
文
書
』）

　
　
　

紫
野
今
宮
社

一
御
影
向
事　
　
　

桓
武
天
皇
御
宇
延
暦
元
年
云
々

一
号
今
宮
社
事　
　

一
条
院
御
宇
寛
弘
二
年
［
乙
巳
］

　
　
　
　
　
　
　
　

依
御
夢
告
紫
野
東
鎮
座
云
々

一
白
河
院
行
幸
事　

承
保
四
年
卯
月
三
日
行
幸

　
　
　
　
　
　
　
　

十
列
献
之
并
奉
幣
御
縢
着

　
　
　
　
　
　
　
　

等
被
献
之
間
開
白
以
下
諸
卿
各
幣

　
　
　
　
　
　
　
　

縢
着
御
神
馬

一
五
月
七
日
祭
礼
役
事

　

一
神
祇
官　
　

御
幣
卅
三
本　

縢
着
絹　

柏
御
供
三
膳

　

一
官
幣　
　
　

御
幣
二
本　

縢
着　

御
酒
瓶
一
□

　

一
大
炊
寮　
　

御
幣
三
本　

縢
着　

神
供
卅
三
盃

　

一
造
酒
司　
　

御
幣　

布　

酒
五
瓶　

乗
尻
四
人
参
向

一
院
御
方　
　
　

御
幣　

縢
着
絹
一
疋

　

一
修
理
職　
　

御
幣
布
并
御
幣
紙
三
帖　

縢
着　

　
　
　
　
　
　
　

釘
百
五
十
連

　

一
掃
部
寮　
　

神
輿
御
座
［
ヘ
リ
ウ
ケ
シ
］
御
座
筵
并
薦

　
　
　
　
　
　
　

御
幣　

縢
着
紙
一
帖

　

一
穀
倉
院　
　

麦
紙
袋
卅
三　

御
幣　

縢
着
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